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メソポタミアのシャーマニズム論序説
―『ギルガメシュ叙事詩』を手がかりに―

















は考えている（渡辺 2017a 参照）。メソポタミア宗教は前 3 千年紀に発生
した一連の「最古の宗教」の一つでありながら、19 世紀になって知られ




























































































例に見られるシャマニズム』（Schamanentum dargestellt am Beispiel der 

































めることは全くできないのである（フィンダイゼン 1977, 5-6. 下線渡
辺）。
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をなごめ、悪霊を調伏して人々に完全と福祉をもたらす役割を担うの
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comparison must not be pushed too far”）と付言する。このようなところ
が、上記のように堀が「ユダヤ・キリスト教関係資料におけるシャーマ
ニズム的痕跡についての指摘ないし考察」を、「わざと避けて通ったとこ
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「予言者・聖徳太子」を取り上げて論じている（津田 2009, 56-63）。そし
















































あるだろう（斎藤 2009, 29. 下線渡辺）。









































ようやく 1976 年になって、トーキル・ヤコブセン（Jacobsen 1976）
が、ルドルフ・オットーの『聖なるもの』（1917）から「ヌミナスなも














く位置づける論（Oppenheim 1962; Kinnier Wilson 1957; Ritter 1965 ほ
か）が支配的であった。しかしジョアン・スカーロック（Scurlock 1999）
は、主に病気治療を担っていたのはアーシプであり、アスーはその下に位





















































のであった。特に「夢占い」の文書集（“The Assyrian Dream-Book”, 













ところが 2014 年に、『ギルガメシュ叙事詩』第 5 書板に属する新文書
が発見・公刊されたことにより、この叙事詩研究も新しい局面を迎えてい
る。その新発見文書は現在、イラク北部のスレイマニア博物館が所蔵して




















16 イシュタルの座であるエアンナに近寄ってみよ！ 17 それは後の王
も、だれもまねすることができない。18 ウルクの周壁に上ってゆき
めぐってみよ、19 その基層を調べ、レンガを検査せよ！ 20 もし、レ
ンガが焼成レンガでないならば！ 21 基礎部分を七賢人が据えたので
はないならば！ 22 町が 1 シャル、果樹園が 1 シャル、粘土の採掘場
が 1 シャル、イシュタル神殿が半シャル。23（合計）3 シャル半、（そ
れが）ウルクの領地である（I 1-23. 筆者訳）。
この序文に続いて、時系列を追うように物語が語られてゆく。




2014 年に公刊された、第 5 書板の冒頭部分を含む新発見文書によって、























































第 4 書板における夢と夢解きは 5 セット、すなわち、ギルガメシュは 5
つの夢を見て、その都度エンキドゥが夢解きをすると解されてきた。とこ
ろが、第 5 書板の新発見文書（6.3. 参照）によって、それまで第 4 書板の
終盤に位置づけられていた粘土板断片が、実は第 5 書板の最初の方に位
置づけられることが判明した結果、第 4 書板の、ギルガメシュが「5 番目
の夢を見た」と書かれている箇所から第 4 書板の最後までがほぼ欠損し
ていることがわかった。そこから筆者はその欠損部分には、ギルガメシュ







第 5 書板の新発見文書（Al-Rawi and George 2014）は次の 4 つの驚く
べき新事実をもたらした。第 1 は、第 4 書板に属する一つの粘土板断片
「AA」が、第 5 書板の「H」とされていた粘土板断片と同じ粘土板に属す
ることが判明し、「H」は「H1」に、「AA」は「H2」と修正された。3）第 2
は、第 5 書板の行数がこれまで想定されていたよりも 20 行ほど増えたこ
と、第 3 は、エンキドゥが「アーピル」に譬えられていることがわかり、
その文脈から当時「アーピル」がどのようなものと考えられていたか類推
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できることである。第 4 は、第 5 書板の冒頭を飾っていたのは、驚嘆す
べき森の豊かさの描写であったことである。これほどの「自然讃歌」は






































































































































































し、ギルガメシュとエンキドゥは常人の 15 倍の速度で歩くため、45 日の
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らば！ 326 基礎部分を七賢人が据えたのではないならば！ 327 町は 1
シャル、果樹園は 1 シャル、粘土の採掘場が 1 シャル、イシュタル
神殿が半シャル。328 合わせて 3 シャル半である」（XI 322-328. 渡辺
2010, 85; George 2003, 724-725）。



















ギルガメシュが 6 日 7 晩起きているという試練に耐えられなかったこと、
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不注意で「永遠の命」を与える（と想定された、あるいは誤読された）草
を奪われたことなどを理由に、彼の精神力が不足していたために目的を達











































あまりに残存部分が少ないために推測の域を出ない（Beaulieu 2000, 3 参
照）。
ジョージ自身は、編者スィン・レキ・ウンニンニを前 2 千年紀の終わ
り（前 11 世紀頃）に位置づけるが（George 2003, 30）、その編者はそれ
までに伝えられてきた『ギルガメシュ叙事詩』（古バビロニア版、中期バ
ビロニア版）を改訂することによって一つの「知恵文学」を作り上げたと

























1971, 3. 本論 41 頁）のであれば、ますます古代シャーマンの研究が求め














のあまり不眠症となり、命が危うくなるほどであった（渡辺 2012, 263 参





















「323 ウルシャナビよ、ウルクの周壁に登って行きめぐってみよ！ 324 
その基礎を吟味せよ！レンガを調べよ！ 325 もし、レンガが焼成レン
ガでないならば。326 基礎を七賢人が据えたのではないならば。327 町
は 1 シャル、果樹園は 1 シャル、粘土の採掘場は 1 シャル、イシュ
タル神殿は半シャル。328（合計）3 シャル半。（それが）ウルクの領
地である」（XI 323-328）。
そして第 1 書板の序文（I 1-23）の最後では次のようになっている。
「18 ウルクの周壁に登って行きめぐってみよ！ 19 その基層を吟味せ
よ！レンガを調べよ！ 20 もし、レンガが焼成レンガでないならば。
21 基礎を七賢人が据えたのではないならば。22 町は 1 シャル、果樹
園は 1 シャル、粘土の採掘場は 1 シャル、イシュタル神殿は半シャ
ル。23（合計）3 シャル半。（それが）ウルクの領地である」（I 18-
23; 本論 53 頁も参照）。
これらの 2 箇所の文言が「ウルシャナビよ、」以外は同じであることに


























識」（Geheimwissen; たとえば Borger 1964; Beaulieu 1992; Lenzi 2008
参照）をめぐる論議となってきた。またそれに関する物語は「知恵文学」
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注
1） 邦訳本が基づいているのは、フランス語版（1951）の改正増補の英訳本（1964）
とそのフランス語第 2 版（1968）の両者である（堀 1974「訳者あとがき」661）。
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3） この断片（AA = H2）については、19 世紀に『ギルガメシュ叙事詩』を大英博物
館の中で発見した G. スミスは第 5 書板に属するとしていたが、その後、粘土板の
形状（表面は平ら、裏面は中央が盛り上がる）を考慮せず、内容上の類似から第 4
書板に属すると考える研究者が多くなっていた。これまでに出版されたすべての









5） George 2003, 642−647; 渡辺 2014, 79-81 参照。184 行の「イルカラ」は冥界を表
す語のひとつであるが、ここではエレシュキガルの異名。George 2003, 849 参照。
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